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欠
損
額
70
万
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
専
門
職
に
つ
い
て
は
戸
籍
や
福

祉
関
係
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
長
期

の
配
置
を
視
野
に
専
門
研
修
を
取
り

入
れ
な
が
ら
養
成
を
し
た
い
。

市
長

②
保
育
所
整
備
計
画
で
は
、幼
稚

園
保
育
園
一
体
化
総
合
施
設
の
設
置

の
推
進
や
、
保
育
事
業
と
供
給
の
動
向

に
合
わ
せ
公
立
の
定
員
を
順
次
減
ら

し
て
い
き
、
そ
の
役
割
を
公
か
ら
民
へ

移
行
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

18
年
度
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
部
長

s
①
18
年
５
〜
６
月

に
関
連
法
案
が
制
定
さ
れ
19
年
度
か

ら
の
実
施
と
な
る
。
対
象
４
品
目
の
加

入
手
続
き
は
18
年
７
月
頃
を
予
定
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
年
明
け
早
々
関

係
機
関
と
推
進
体
制
を
立
ち
上
げ
農

家
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
。

②
推
進
体
制
の
中
で
農
家
の
意
見
を
充

分
取
り
入
れ
な
が
ら
、
集
積
の
た
め

の
補
助
金
創
設
を
含
め
大
村
地
域
に

あ
っ
た
方
向
を
検
討
し
て
い
く
。

③
厳
し
い
実
情
だ
が
、
体
制
の
充
実
を

図
り
、
粘
り
強
く
進
め
た
い
。

市
長

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
取

り
、
県
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

①
松
原
地
区
学
童
保
育
施
設
に
つ
い

て
②
民
間
の
児
童
館
運
営
費
の
市
の

助
成
金
の
現
状
③
梶
山
御
殿
活
用
策

馬
場
議
員

a
総
務
行
政
に
つ
い
て

財
政
運
営
の
観
点
か
ら
歳
入
の
確

保
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
①

各
種
滞
納
金
及
び
不
納
欠
損
金
の
現

状
、
次
に
職
員
の
専
門
職
と
し
て
の
人

材
登
用
の
具
体
的
考
え
方
。
②
市
立
幼

稚
園
及
び
保
育
園
の
統
廃
合
、
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

s
農
林
水
産
行
政
に
つ
い
て

今
回
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大

綱
は
、
農
家
へ
の
品
目
別
価
格
助
成
を

廃
止
し
、
担
い
手
及
び
営
農
集
落
組
織

を
対
象
と
し
た
所
得
保
障
制
度
で
あ

り
、
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
国
の

交
付
金
支
給
対
象
と
は
な
ら
ず
。
行
政

の
主
導
に
よ
る
施
策
へ
の
取
組
が
大

き
な
比
重
を
占
め
、
行
政
の
主
導
如
何

で
は
、
地
域
農
業
の
衰
退
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
市
の
取
組
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。
①
事
業
推
進
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
担
い
手
の
要
件
で
あ

る
耕
作
面
積
４
ha
営
農
組
織
20
ha
を

満
た
す
農
地
集
積
の
方
法
の
具
体
的

方
策
③
今
回
の
経
営
所
得
安
定
策
等

大
綱
に
つ
い
て
農
業
従
事
者
の
理
解

を
得
る
た
め
の
方
策
。

総
務
部
長

a
①
16
年
度
市
税
滞
納
金

10
億
４
千
万
、
不
納
欠
損
額
２
億
２

千
万
。
国
保
税
滞
納
金
９
億
９
千
万
、

不
納
欠
損
金
９
千
万
。
市
営
住
宅
使

用
料
滞
納
金
１
億
３
０
０
万
、
不
納

平
成
15
年
９
月
、
地
方
自
治
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
市
は
平
成
18
年
９
月
ま

で
の
３
年
の
間
に
、
現
在
委
託
し
て
い

る
公
の
施
設
の
管
理
を
市
の
直
営
か
、

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
か
の
選
択
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。市

当
局
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
と
し
て
、

平
成
17
年
６
月
定
例
議
会
に
条
例
改
正

案
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
、

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
は
、
こ
の
制

度
の
趣
旨
が
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
継
続
審
議
と
し
、
慎
重
な
る
審

議
の
う
え
、
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て

こ
の
条
例
改
正
案
を
可
決
し
た
。

し
か
し
、
今
12
月
定
例
議
会
に
提
案

さ
れ
た
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
に
関

す
る
議
案
を
審
議
す
る
う
え
で
、
公
募

の
あ
り
方
や
指
定
管
理
者
の
選
定
審
査

会
の
あ
り
方
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

議
会
と
し
て
は
、
公
の
施
設
の
適
正

な
管
理
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度

は
積
極
的
に
導
入
す
る
べ
き
も
の
と
考

え
る
が
、
市
当
局
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
経
過
を
見
る
に
、
市
民
に
理
解

し
に
く
い
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で

の
市
当
局
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

進
め
方
に
つ
い
て
猛
省
を
促
す
と
と
も

に
、
特
に
、
多
く
の
事
業
者
・
団
体
も

参
入
し
や
す
い
よ
う
な
十
分
な
期
間
の

確
保
や
、
選
定
の
過
程
に
お
け
る
選
定

理
由
や
経
過
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
を
す
る
な
ど
、
今
後

指
定
管
理
者
制
度
が
本
来
の
趣
旨
に

沿
っ
て
、
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
17
年
12
月
20
日

大
村
市
議
会
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